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ガリア聖歌
── フランスで生まれた聖歌の源流を求めて ──
大須賀　沙　織
はじめに
　グレゴリオ聖歌がフランスの土地に根付く以前、メロヴィング朝時代（481-751）のフランク
王国ではガリア聖歌と呼ばれる地方聖歌が歌われていた。カロリング朝のピピン３世（在位751-
768）とその子シャルルマーニュ（在位768-814）によるガリア聖歌の廃止とグレゴリオ聖歌への
統一により、ガリア聖歌の大部分は失われたとされるが、その一部はグレゴリオ聖歌に取り込ま
れる形で今日まで継承されてきた。本論は、フランスで生まれた聖歌の源流として、ガリア聖歌
の歴史をたどり、フランス的聖歌の特徴を探ろうとするものである（１）。
１．初期ガリア聖歌（２）
　ローマから西ヨーロッパ各地にキリスト教が伝播していく中、礼拝では共通してラテン語に
よる典礼が行われるようになる一方、地方ごとに様式が発展し、スペインのモサラベ聖歌、ロー
マ聖歌、ミラノ（アンブロシウス）聖歌、ベネヴェント聖歌、ケルト聖歌などともに、ガリア地
方ではガリア聖歌が成立していった。ガリア典礼の様子は、トゥールの司教グレゴリウス（538-
594）の『フランク史』と、７世紀頃の『古ガリア典礼小論』に記録が見られるが、記されている
のは「ミサを中心とした聖歌の歌詞など」などであって、その旋律は残されていない（３）。
　クロヴィス（ca. 466-511）の時代にもフランク王国各地でガリア聖歌は歌われていたであろ
うし、とりわけ496年頃、ランスでクロヴィスが司教レミギウスから洗礼を受けた際には荘厳な
典礼が行われたはずである。しかし、クロヴィスの時代、音楽の記譜法はまだ存在しなかった。
「カロリング時代以前には楽譜の存在はまったくうかがえ」ず、「時世にもっとも精通していた
（１）　本論は、中世フランス文学がご専門の瀬戸直彦先生と、フォンス・フローリス古楽院院長花井哲郎先生にご
指導いただきながらまとめたものです。また、2015年６月16日には、フランス語フランス文学コース主催講演会
において、聖ピオ十世会司祭フランソワ・レネー神父に「グレゴリオ聖歌とガリア聖歌─フランスで生まれた
聖歌をめぐって」というテーマで大変貴重なお話を伺うことができました。深く御礼申し上げます。
（２）　Huglo, Bellingham, Zijlstra, “Gallican Chant”, New Groves, p. 458-472 （Workshop on Gallican Chant［以下WGC］、p. 
3-17）；Stäblein『人間と音楽の歴史Ⅲ－４単音楽の記譜法』p. 13-17；金澤正剛『キリスト教音楽の歴史』p. 38.
（３）　皆川達夫『西洋音楽史　中世・ルネサンス』p. 57.
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博学のセビリャのイシドール（633没）」によれば、「旋律は記録できない。旋律を留めおく手段
はただひとつ、人間の記憶のみ」と考えられていた時代であった（４）。初期ガリア聖歌に関する
主要な資料としては、アルルの司教カエサリウス（ca. 470-542）、トゥールの司教グレゴリウス
（538-594）、パリのゲルマヌス（496-576）が挙げられるが、いずれもガリアのミサに関するおお
よその概念を与えてくれるにすぎない。
２．ローマ典礼聖歌とガリア聖歌
　地方聖歌がそれぞれ発展していく中、ローマ式典礼を確立し、典礼の統一を図ろうとする動
きが現れる。典礼聖歌の整備と聖歌集の編纂を行ったとされる教皇グレゴリウス１世（在位590-
604）のはたらきなどがあり、ローマ・カトリック教会の典礼聖歌はやがて成立にいたる。グレゴ
リウス１世の名を取って「グレゴリオ聖歌」（５）と呼ばれているローマ式典礼聖歌は、グレゴリウ
ス１世の成果を基盤に、８～10世紀、フランク地方を中心に形成されていったものである。
　ガリア典礼とローマ典礼との相違については、カンタベリーのアウグスティヌス（604没）が
教皇グレゴリウス１世に宛てた書簡で言及されている（６）。またガリア聖歌は、ローマ聖歌との
相違というだけでなく、ガリア聖歌それ自体においても大きなヴァリエーションの違いがあっ
た。地方ごと、教区ごとに固有の形式、聖歌が存在していたのである。ローマ、モサラベ、ミラ
ノ聖歌と違って、ガリア聖歌の内部は多様なものであった。こうした「同質性の欠如」は、ケル
ト教会にも見られるもので、ガリアの土地の広大さを考慮すれば当然のことに思われるが、メロ
ヴィング朝時代のガリアに中心的な教会権力が存在せず、典礼の統一を求める必要も願望も生じ
なかったということが大きな要因であった（７）。中心的な教会権力はなかったものの、メロヴィ
ング朝時代の音楽はのちにフランク王国の中核となるものの中で育まれていたため、カロリング
朝によるガリア聖歌の廃止とローマ聖歌への統一に際し、ほかの地方聖歌ほどの抵抗を示すこと
なく改革を受け入れていったとされる（８）。この改革を行ったのは、ピピン３世とその子シャル
ルマーニュであった。
（４）　Stäblein『人間と音楽の歴史』p. 25.
（５）　日本では、ラテン語風ならグレゴリウス聖歌、英語・フランス語風ならグレゴリアンと呼んでもよいところで
あるが、キリシタン期以来のイタリア・スペイン・ポルトガル風の呼び名が定着している（皆川達夫『西洋音
楽史　中世・ルネサンス』p. 29）。
（６）　Huglo, Bellingham, Zijlstra, p. 458 （WGC, p. 3）.
（７）　Ibid., p. 458-459 （WGC, p. 3-4）.
（８）　Levy, “Gallican Chant”, New Oxford History of Music, p. 93 （WGC, p. 44）.
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２-１．ピピン３世とシャルルマーニュ：ローマ聖歌の導入（９）
　カール・マルテルの子ピピン３世は、751年に王位に就くと、ソワソンで教皇特使ボニファ
ティウスにより塗油を受け、カロリング家の正統性を認めさせた。一方、ランゴバルド族にロー
マを侵略された教皇ステファヌス３世はピピンに助けを求め、ピピンがその窮状を救ったことか
らフランク王国とローマの提携が成立する。その後、ピピンは教皇ステファヌス３世をパリの
サン・ドゥニ修道院に迎え、息子のシャルルマーニュ、カールマンとともに改めて塗油を受け
ている。ピピンは、ステファヌス３世がガリアを訪れた際に行われたローマ式ミサに関心を示
し、ローマ典礼の導入を決めた。753年、ピピンはメス司教クロデガングをローマへ派遣し、彼
の帰国とともにメスのカテドラルはローマ式典礼・聖歌の中心地となった（10）。760年頃、教皇
パウルス１世は、フランク宮廷からの要請を受け、「典礼に関する手引書（antiphonale, responsale, 
horologium nocturnum）を他の書物とともに送っ」ている（11）。760年、ルーアン司教レミギウスは
ローマに赴き、聖歌隊指導者シメオンを招聘する。そして、メス司教クロデガングやルーアン司
教レミギウスを中心に、ローマの典礼慣行を採り入れた「８世紀のゲラシウス典礼書」と呼ばれ
る手引書が編纂されている（12）。
　768年、ピピン３世が亡くなり、シャルルマーニュ（ca. 748-814）がカロリング朝第２代王と
して王国を継承する。800年12月25日の降誕祭の日には、ローマのサン・ピエトロ教会において、
教皇レオ３世より西ローマ皇帝として戴冠された。シャルルマーニュにとって「ローマ式典礼の
フランクへの導入は父ピピンの功績であり」、「父の路線を継承したもの」（13）であったが、ロー
マ教会とフランク王国王権との政治的結びつきを強化し、フランク王国内の宗教的・政治的統一
を図る上でも不可欠なものであった。
　ローマ聖歌はすでにピピンとメス司教クロデガングによって導入されており、メスはローマ
聖歌の一大中心地となっていた。シャルルマーニュはさらに聖歌指導者約12人をローマから招聘
し、ガリア聖歌との争いを調停し、典礼聖歌の振興普及につとめた（14）。聖歌指導者のうちの２
人により、メスとザンクト・ガレンが聖歌の二大中心地として成立する。また、789年、802年、
805年には勅令を公布し、ローマ聖歌の研究を聖職者に課している。790年頃には、シャルルマー
（９）　ピピンとシャルルマーニュの時代におけるローマ典礼の導入については、水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』（「付・
グレゴリアン音楽史」）と、五十嵐修『王国・教会・帝国─カール大帝期の王権と国家』（「教会法と典礼の分野
におけるフランク・ローマ関係の進展」）に簡潔にまとめられている。当時の時代背景については、柴田三千雄
他編『世界歴史大系 フランス史１』参照。
（10）　水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 282-283.
（11）　 Ibid. Antiphonaleは現在のGraduale、Responsorialeは現在のAntiphonale。
（12）　五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 74.
（13）　Ibid.
（14）　水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 283.
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ニュの要請を受け、教皇ハドリアヌス１世（在位772-795）が、ローマ教会の慣例をフランクに
伝える任務をおびた修道士と典礼書を彼のもとに送っている（15）。ピピンとシャルルマーニュの
一貫した振興政策からは、政治的な意味合いのほかに、彼らがローマ典礼・聖歌に触れ、ガリア
のものより洗練されていると感じたその形式、旋律をフランク王国に浸透させようという強い意
志が感じられる。シャルルマーニュの死後になるが、ラバヌス・マウルスのもとで学んだヴァラ
フリド・ストラボ（ca. 808-849）は、典礼に関する書（De exordiis et incrementis ecclesiasticarum rerum 
liber unus, 840-842）の中で、ガリア式祈祷の「統一性の欠如と法外な長さ」を指摘し、ローマ様式
の「論理性」と対比している。ローマ式旋律のほうが「考え抜かれた説得力ある体系の成果とい
える旋律の論理的秩序をもち合わせる」として、美学的に優位にあると見なしていたのである（16）。
　カロリング朝の二人の王がなぜこのような改革を遂行したかを理解するには、彼らに先立つ
メロヴィング朝時代の教会の混乱と、知的、倫理的能力の低さにも思いをいたさなければならな
い（17）。シャルルマーニュ以前、ガリアで行われていた典礼は地方ごとの相違が著しく、典礼書
も十分な注意が払われずに複写されるという状態であった。シャルルマーニュは「秩序と統一を
重んじる精神から」、「ローマ的慣習の導入、グレゴリオ聖歌への回帰を企図した」のである（18）。
また、フランク王国民の教育という側面もあった。メロヴィング朝のフランク王国は知的、倫理
的に無秩序の状態にあった。「無知蒙昧──それをシャルルマーニュは改革しようと欲した」（19）
のである。フランク王国の「無知蒙昧」に対し、「イタリアは独自の高度な文化と伝統をもつ世
界」（20）であった。
　シャルルマーニュ自身は、詩篇などを用いたラテン語の初等教育を受けていた。「詩篇などを
暗唱しながら、キリスト教への理解を深めるとともに」、いわゆる「公用語のひとつでもあった
ラテン語をマスターすること」が目的の教育であった。こうして彼は読み聴きによるラテン語能
力を身につけていたものの、書くことはできなかったという。そしてそれは、周囲にラテン語を
自由に操る聖職者がいたために、珍しいことではなかった。シャルルマーニュが受けた初等教
（15）　Boussard『シャルルマーニュの時代』井上泰男訳、p. 180-181；今谷和徳、井上さつき『フランス音楽史』p. 9.
（16）　Stäblein, p. 16.
（17）　柴田三千雄他編『フランス史1』p. 428.
（18）　Boussard, p. 179.
　　典礼・聖歌が王国内の地方ごとに異なるという状況は、政治的不都合だけでなく、場所が変わると祈りを共唱で
きなくなるという切実な問題を生み出すことは今日でも容易に想像できる。時代は飛んで革命期のことになるが、
ロシュフォールの営倉用浮船に閉じ込められた司祭、修道士たちが、幽囚の苦しみを和らげるため聖務祈祷書
を共唱しようとしたが、彼らがそれぞれ異なる祈祷書を使っていたために、ともに祈ることすら不可能だったと
いう悲しいエピソードも伝えられている（水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 304）。こうした出来事も背景としなが
ら、1830年代に入って、ソレム修道院を中心に伝統的典礼への回帰を求める動きが起こってゆくことになる。
（19）　Boussard, p. 172.
（20）　五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 390.
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育は十分なものとはいえなかったが、そんな彼が学問の復興者となったこと、精神文化と知識に
対して払うべき敬意を深くわきまえていたことは、シャルルマーニュの評価すべき側面の一つで
あった（21）。伝記作者アインハルトによれば、シャルルマーニュは、ミサ、朝夕、ときには夜も
宮廷礼拝堂で祈り、「小声であったが、会衆とともに聖書を朗唱し、詩篇を歌った」という（22）。
また、ザンクト・ガレンの一修道士による『シャルルマーニュ物語』では、「宮廷礼拝堂付聖職
者のラテン語の発音や歌唱法を監督した」というエピソードも伝えられている（23）。
２-２．ガリア聖歌のその後
　ピピンとシャルルマーニュによってガリア典礼の廃止とローマ典礼への統一が行われたわけで
あるが、その転換がただちに浸透したわけではなかった。宮廷やその周辺ではローマ典礼が推進
される一方、地方では伝統聖歌が捨て去られずに歌い継がれている面もあった（24）。地方の教会
では新体制を受け入れつつ、「新体制と調和するかぎりにおいて」固有の聖歌も歌い継ぎ、狭義
の典礼の枠の外で行われる祝祭日の行列や守護聖人の祝日、大祝日の前夜祭といった機会にはな
おさらのこと、その土地や教区固有の聖歌が歌われていたのである（25）。たとえば、シャルルマー
ニュの孫にあたるシャルル２世禿頭王（在位843-877）が、ガリア式典礼に則ったミサを挙行さ
せたことが記録されている。855年には、サン・タマンで聖アマンドゥス（ca. 584-ca. 680）の記
念祭がガリア式のミサで行われ、列席者のミロは、歌いにくい旋律と長すぎる詩に退屈してし
まったと報告している（26）。
　ローマ典礼聖歌の普及にあたっては、ミラノ、スペイン、イギリスなど、ガリアの外でも抵
抗や衝突は起こっていたが、ガリカン系地方においては、「ローマとの交流のうちに聖歌を受け
入れ」ていった（27）。「ローマ・フランク提携によってフランクへ導かれたローマ典礼は、ガリカ
ンの反発を越えてフランスに根を下ろし」（28）てゆき、しかしその受容は、ローマからガリアへの
一方通行的なものではなかった。「適度に柔軟であった」ローマ典礼は、新しい土壌・風土から
の影響を、無意識のうちに、しかし相当いちじるしく受け」ることになるのである（29）。しかも、
ローマ聖歌のヨーロッパ各地への普及は、ローマからの直接的伝播というより、フランクを経由
（21）　Calmette, p. 80.
（22）　五十嵐修『地上の夢 キリスト教帝国』p. 133.
（23）　Folz『シャルルマーニュの戴冠』p. 62.
（24）　皆川達夫『西洋音楽史』p. 58 ；五十嵐修『王国・教会・帝国』p. 74-75.
（25）　Stäblein, p. 13.
（26）　Ibid., p. 16-17.
（27）　水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 282.
（28）　Ibid., p. 283.
（29）　Ibid.
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しての普及となった。830年頃の資料には、メスとローマの聖歌が異なっているという報告がな
されているし、870年頃の資料には、メス由来の聖歌がフランス、ドイツ各地で歌われているこ
とが報告されている。885年頃の資料では、ザンクト・ガレンで歌われているローマ聖歌はメス
系旋律で歌われ、ローマ聖歌とは異なっていることも記されている。このように、ローマ典礼は
フランク、ゲルマン的要素と融合される形で広範な地域へ波及し、ついにはローマさえもガリア
的要素を含む典礼を取り入れることとなったのである（30）。
　一方でガリア聖歌も、グレゴリオ聖歌の要素を取り入れ、「グレゴリオ化」（“Gregorianized”）
された側面もあるはずであり、グレゴリオ聖歌のものであるとされている旋法上、旋律上の特徴
が、もしかするとガリア聖歌のものであるという可能性も指摘されている（31）。つまり、現在「グ
レゴリオ聖歌」と呼ばれているものは、「750～850年［の］フランク的源流から最終形体を受け
て」おり、「歴史的・地理的に古くかつ広範な諸要素が、ローマ・フランクを通ってまとめあげ
られた所産」であるといえるのである（32）。
　また、写本の制作地を見てみると、グレゴリオ聖歌の主要な写本のほとんどは、イタリアより
むしろ「アルプスの彼方、とくに聖ガレン、アインジーデルン、メッツ、シャルトルなど、ガリ
ア・ゲルマン世界で作製されて」おり、グレゴリオ聖歌の、少なくとも資料的な故郷は、アルプ
スの北のガリア・ゲルマン世界となっていることにも注意したい（33）。
３．生き残ったガリア聖歌
　このようにガリア的要素も吸収しながら、グレゴリオ聖歌はガリアの土地に浸透していった。
ガリア聖歌そのものは大部分が失われたとされているが、その一部はグレゴリオ聖歌に取り込ま
れ、歌い継がれることとなった。ガリア聖歌として認識されている聖歌を考察するにあたり、こ
こでは６世紀メロヴィング朝のヴェナンティウス・フォルトゥナトゥスと、９世紀カロリング朝
のオルレアンのテオドゥルフとラバヌス・マウルスを取り上げるが、彼らはあくまで「詩」の作
者であり、「曲」の作者は不明とされている。聖歌のメロディーを着想した人々は、天から得た
インスピレーションに自分の名を添えることなど考えなかったからである。優れた作曲家がいて
一人で曲を作った場合もあるだろうし、あるいはまた音楽に秀でた修道士や聖職者が複数で協力
し合って作った場合もあっただろう。詩を作った人物が曲も作った可能性もありうるし、明らか
に作詞と作曲の時代が大きくずれていることもある。いずれにしても誰も名前を残していないた
め、曲についてはフランク王国内で生まれたのかどうかもたしかでないのである。とはいえ、詩
（30）　Ibid., p. 283-284.
（31）　Levy, p. 96 （WGC, p. 46）.
（32）　水嶋良雄『グレゴリオ聖歌』p. 285.
（33）　皆川達夫『西洋音楽史』p. 35-36.
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人が聖歌用の詩を書くとき、言葉を綴りながらすでにリズムを考えているのであり（34）、旋法や
旋律のイメージも持っていた（それが今日まで伝わっているものではないにせよ）と考えること
はごく自然なことであるように思われる。
３-１．ヴェナンティウス・フォルトゥナトゥスの作とされる聖歌
　ガリア聖歌は、狭義には古都ポワティエを中心に発達し、メロヴィング朝時代のガリアで歌わ
れていた聖歌であるとされ、その代表として挙げられるのがポワティエ司教で「ラテン教父時代
最後の大詩人」（35）とされるヴェナンティウス・フォルトゥナトゥスVenantius Fortunatus/ Venance 
Fortunat （ca. 535-609） である。フォルトゥナトゥスは教皇グレゴリウス１世（在位590-604）と
ちょうど同時代を生きた人物で、トゥールの司教グレゴリウスと親交を持ち、ポワティエの聖
女ラドゴンドとのつながりの中で、ガリア聖歌の傑作となる歌を生み出した。ここでは、フォル
トゥナトゥスの詩によるとされる３つの聖歌を取り上げる。
３-１-１．Vexilla Regis prodeunt（王の御旗、前進す）
　〈ヴェクシラ・レジス〉は、御受難の主日、聖金曜日の十字架崇敬、９月14日の十字架称賛の
祝日に歌われる賛歌である。この聖歌が誕生するためには、フォルトゥナトゥスと王妃ラドゴン
ドとの出会いが必要であった。北イタリアに生まれたフォルトゥナトゥスは、ラヴェンナで文
法・修辞学を学んだあと、聖職の叙階を受けた。30歳頃、眼病にかかり、失明の危機に見舞わ
れた彼はトゥールの聖マルティヌスに祈り、回復を得る。565年、眼病治癒のお礼参りとして、
トゥール巡礼に旅立ち、そのままガリアに留まることとなった（36）。567年以降、ポワティエの王
妃ラドゴンドのもとを訪れ、厚遇を受けるが、その頃イタリアはランゴバルド族の侵入を受け、
家族の無事も確認できないまま、フォルトゥナトゥスは帰るべき故郷を失っていた。数々の不幸
を生きてきた王妃と、天涯孤独のイタリア人との間に深い精神的交流が生まれ、詩人は王妃のも
とにとどまり、詩作に従事する（37）。ラドゴンドの死後、597年頃ポワティエ司教に叙任され、こ
の地で没した。
　一方、テューリンゲンの王女ラドゴンドは、父王がクロヴィスの息子でソワソン王のクロテー
ル１世に殺された際、クロテールによって宮廷に連れ去られ、のちに王妃となった。しかし、ク
ロテールがさらにラドゴンドの兄を暗殺すると、王妃はついに王宮を去り、ノワイヨンの司教メ
ダールによって神に奉献された。そしてポワティエに女子修道院を設立し、修道女たちとともに
（34）　Jaby, « Veni Creator », Una Voce, n° 302, p. 23.
（35）　『新カトリック大事典』t. I, p. 656.
（36）　Bernet, Radegonde, p. 275-276.
（37）　Ibid., p. 302.
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そこで余生を過ごした。幼少期から世の蛮行にさらされてきた王妃は、信仰の支えとして聖遺物
を特別に崇敬し、収集していた。当時、コンスタンティノープルには聖十字架（キリストが磔
はりつけ
に
された本物の十字架）の断片が保存されていた。ラドゴンドはコンスタンティノープルとの交渉
を試み、聖職者を東ローマ帝国に派遣する。聖遺物の中でも、キリスト受難の聖遺物は、彼女の
キリストへの愛ゆえに熱望していたものでありながら、もっとも獲得困難なものであった。が、
ちょうどその頃、東ローマ皇帝に即位したユスティヌス２世はこの貴重な聖遺物をラドゴンドに
贈ることに同意する。こうして569年頃、派遣団はコンスタンティノープルから聖十字架の小片
を持ち帰ったのである。王妃はこの聖遺物を迎えるにふさわしい聖歌をフォルトゥナトゥスに求
め、十字架賛歌〈ヴェクシラ・レジス〉と〈パンジェ・リングヮ〉が作られた。修道女たちは行
列してこれらを歌い、聖十字架を迎え、ポワティエの修道院に安置したのであった。それ以来ラ
ドゴンドの修道院は聖十字架修道院と呼ばれるようになる（38）。
　「王の御旗、前進す」にはじまるこの聖歌は、十字架を「王の旗」にたとえた賛歌である（39）。
フォルトゥナトゥスのもともとの詩は10詩節からなるが、典礼聖歌としては、1632年、教皇ウル
バヌス８世により変更が加えられ、２、７、８節が省略され、７詩節に縮小されているほか、詩
句や語の一部にも修正が加えられた形で歌われている（40）。第１詩節は、典礼聖歌では次のよう
になっている。
Vexilla Regis prodeunt : 王の御旗、前進す
Fulget Crucis mysterium, 十字架の神秘、輝き光る、
Qua vita mortem pertulit, 十字架により、命は死をこうむり、
Et morte vitam protulit. 死によりて命を生み出したもう
フォルトゥナトゥスの詩では、第３、４詩句は次のように書かれていた。
quo carne carnis conditor 肉の創造者が、肉によりて
suspensus est patibulo. 十字架の腕木にかけられたもう
（38）　Grégoire de Tours『フランク史』杉本正俊訳、p. 489 ; 『カトリック大辞典』t. IV, p. 320 ; Bernet, Radegonde, p. 
286-315.
（39）　Liber usualis, p. 575-576 ; Missel vespéral grégorien, p. 504-505.
（40）　http://blog.goo.ne.jp/thomasonoda/e/a329c983c5bc103f24569324e5290e10
 http://www.preces-latinae.org/thesaurus/Hymni/Vexilla.html
 Fortunat, Poèmes, t. II, p. 57.
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　「王の御旗」にたとえられた十字架は、以下の詩節においてさまざまに言い換えられてゆく。
「天主、木（lignum）によりて、君臨したまえり」、「王の［血の］緋色で彩られたる／美しく輝
く木（arbor）よ」、「かくも聖なる手足に触れたるに／ふさわしき支柱（stipes）として選ばれ
し木よ」、「至福なるかな、その腕（brachium）は／この世のあがないの値をはかり／肉体の秤
（statera）となりて／地獄の亡骸を運びたもう」。これから迎え入れる聖十字架の小片の、物体と
しての木のイメージを用いながら、深遠な受難の神秘を瞑想させる歌詞となっている。ガリア聖
歌は「内容豊かで、雄弁で、比喩に富ん」でおり、象徴を多く用いる傾向があるといわれるが（41）、
この詩はその見事な典型といえるだろう。
　詩形を見てみると、８音節の４つの詩句からなっており、これはアンブロシウス詩節と呼ば
れ、崇高な賛歌の形式とされる（42）。旋律のほうは、終止音がレ、支配音がラの第１旋法であり、
十字架賛美にふさわしい重々しく荘厳な曲調となっている。
３-１-２．Pange lingua（いざ歌え、わが舌よ）
　〈王の御旗、前進す〉の仕上がりに感激したラドゴンドは、フォルトゥナトゥスに十字架賛歌
をもう一曲求める。霊感を受けた詩人は、王妃の期待に応え再び傑作を生み出す（43）。〈パンジェ・
リングヮ〉というと、トマス・アクィナスの歌詞による聖体賛歌（Pange lingua gloriosi corporis 
mysterium）のほうが歌われる機会が多く有名であるが、トマスが出だしの言葉と構成を借用して
いるのがフォルトゥナトゥスの〈パンジェ・リングヮ〉（44）である。
Pange, lingua, gloriosi いざ歌え、わが舌よ、輝ける
lauream certaminis, 闘いの栄光を。
et super Crucis trophaeo 十字架の戦利品を前にして
dic triumphum nobilem : その高貴なる勝利を祝え。
qualiter Redemptor orbis 世の救い主がいかに
immolatus vicerit. 身を捧げ、勝ちたもうたかを歌え。
この詩は、８音節の６詩句からなり、10詩節まである長大な賛歌である。〈王の御旗、前進す〉
と同様、1632年に教皇ウルバヌス８世による変更が加えられており、第１詩節では、第２詩句
（41）　Heitz, p. 122 （WGC, p. 216）.
（42）　Fortunat, Poésies mêlées, p. 161. Guiraud, Pierre『フランス詩法』窪田般弥訳、白水社、〈文庫クセジュ〉、1971、
p. 86-87. http://www.ne.jp/asahi/harada/latin/poet1.html
（43）　Bernet, Radegonde, p. 308.
（44）　Liber usualis, p. 742-745 ; Missel vespéral grégorien, p. 604-609 ;『毎日のミサ典書』p. 436-438.
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の « lauream »が、フォルトゥナトゥスにおいては « proelium »（戦い）であった（45）。ここでフォル
トゥナトゥスは、ローマ軍の凱旋歌で用いられる長短脚の韻律を適用している（46）。この賛歌の
「リズムが速く力強く進行」するということも、この形式と調和しているが、かといって軍歌の
ような勇ましい聖歌ではなく、「譬喩的な思想」に満ちており（47）、悲哀を湛えた、静かに深く瞑
想へと導く内容である。
　第２節において十字架の神秘は、エデンの園でアダムとイヴの罪の原因となった果実の木と結
びつけられる（48）。「初めの木（lignum）により引き起こされし失墜を償わんがため、神は第二の
木（lignum）を選びたもう。そして時が満ち、神の子が世に来たり、聖母によりて生まれたもう。
５年が６度過ぎ、あがない主はいけにえの子羊として十字架に架けられたもう。高くそびえる木
よ（arbor alta）、汝の枝を垂れ、天の王の手足にやさしき支えを差し伸べよ。汝のみが世のいけ
にえを担うに足るものとされ、難破の世の港として、箱舟（arche）となった。子羊の手足から
流れし貴い血に彩られたる汝よ。」（第２～10節を抄訳）
　旋律は、〈王の御旗、前進す〉と同じく、終始音がレ、支配音がラの荘厳な第１旋法である。
十字架と受難の神秘を瞑想する心の感動を反映するかのように、上昇と下降の大きな動きを重
ね、抒情豊かなメロディーとなっている。この聖歌は聖金曜日の十字架礼拝において、詩節ごと
に会衆のリフレインを挟んで歌われる。
３-１-３．Ave Maris Stella（めでたし海の星）
　聖母賛歌〈アヴェ・マリス・ステラ〉も、フォルトゥナトゥスに帰される聖歌である（49）。
Ave maris stella めでたし、海の星
Dei Mater alma 恵み多き神の御母
Atque semper Virgo かつ終生処女なる
Felix caeli porta 幸いなる天の門
この詩は６音節の４行詩、７連からなる。歌詞は、第１節の聖母への呼びかけにはじまり、第２
から第６節で聖母への願いが語られ、第７節の聖三位一体の称賛で締めくくられる。第１節で歌
われる言葉が一つずつ、第２節以下で展開される構成となっている（50）。« Ave »（めでたし）と
（45）　Fortunat, Poèmes, t. II, p. 50.
（46）　Fortunat, Poésies mêlées, p. 161.
（47）　『カトリック大辞典』t. IV, p. 320.
（48）　http://www.preces-latinae.org/thesaurus/Hymni/PangeF.html
（49）　Missel vespéral grégorien, p. 1360-1361 ; Missel quotidien et vespéral, p. 267-268；岳野慶作p. 31-32.
（50）　Missel quotidien et vespéral, p. 267-268.
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いう呼びかけ：第２節「ガブリエルの口から／あのアヴェを受け／エヴァの名を［EvaからAve
に］変え／われらを平和のうちに固めたまえ」。« Maris stella »（海の星）：第３節「盲目なる者
に光を差し伸べ／われらの悪を退けたまえ」。« Dei Mater alma »（恵み多き神の御母）：第４節
「御身が母であることを示したまえ／御身を通して、御子はわれらの祈りを聞きいれたまわんこ
とを」。« Atque semper Virgo »（かつ終生処女なる）：第５節「比類なき処女」。« Felix caeli porta »
（幸いなる天の門）：第６節「われらに清き命を授け／われらがイエズスを見て／永遠のよろこび
を御身とともに味わえるように」。
　旋律は先の２曲と同じ第１旋法であるが、フォルトゥナトゥスより６世紀ものちの、12世紀のも
のであるとされている（51）。出だしが５度の上昇によって始まり、海の星なる聖母への飛躍的な呼
びかけとなって表現され、その後も３度と５度の上昇、下降が重ねられる。動きがゆるやかで平
安なローマ聖歌と対照的に、波のように大きく揺れ動き、ほとばしる祈りが感じられる曲である。
　この賛歌は８月15日の聖母被昇天祭、聖母の聖務日課、聖母の晩課、その他聖母の祝日に歌わ
れ、カナダのフランス系文化圏アカディアの国歌としても取り入れられている。ルネサンス期に
は、マショー、ジョスカン・デプレ、ビクトリアらがこの曲を定旋律にポリフォニー音楽の傑作
を生み出した。ジョスカンのモテットでは奇数節に取り入れられ、偶数節のポリフォニーとの対
比の中で天上的な美しさに達している。
３-２．シャルルマーニュの時代の聖歌
　シャルルマーニュ（在位768-814）の時代、カロリング・ルネサンスを推進し、優れた聖歌を
生み出した聖職者たちがいた。一人はスペイン生まれで、オルレアン司教となったテオドゥルフ
Théodulfe d’Orléan（ca. 755-821）。彼はサラセン人の侵入を逃れガリアにやってきたが、アーヘ
ンのシャルルマーニュの宮廷で詩人、神学者として活躍した。もう一人はマインツの大司教ラバ
ヌス・マウルスRabanus Maurus（ca. 780-856）。彼はフランク人のベネディクト会士で、マイン
ツ大司教となった。シャルルマーニュの宮廷で、優秀な文化顧問アルクィヌスの弟子として教会
典礼や教会音楽を学んだ人物である（52）。
３-２-１．Gloria laus（栄光と賛美と誉れとは御身にあれ）
　オルレアン司教テオドゥルフの作とされる〈グロリア・ラウス〉は、キリストのエルサレム入
城を祝う賛歌で、枝の主日、棕櫚の枝の祝別に続いて行われる行列の際に歌われる（53）。テオドゥ
（51）　Missel vespéral grégorien, p. 1360.
（52）　Ibid., p. 34.
（53）　Liber usualis, p. 586 ; Missel vespéral grégorien, p. 515-517 ; Missel quotidien et vespéral, p. 858-859；『毎日のミサ典書』
p. 359-360；https://fr.wikipedia.org/wiki/Gloria,_laus_et_honor.
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ルフがルイ１世敬虔王（在位814-840）に対する陰謀の廉でアンジェの修道院に拘留されていた
際、そこで作られた曲とされる。
Gloria, laus et honor tibi sit, Rex Christe Redemptor : 
栄光と賛美と誉れは御身にあれ、あがない主なる王たるキリストよ、
Cui puerile decus prompsit Hosanna pium.
御身に向けて、優美なる子らは敬虔なるホザンナを歌う
詩は２行連句の形式をとり、その内容はマタイ福音書21章１-16節と詩篇118（117）章26-27節に
基づいている。「ダヴィデの子なるイスラエルの王」、「主の名によりて来たる者」の到来を、天
使も人間も喜び迎え、賛美の歌を歌う、という内容が、続く５節で歌われるが、１節ごとに冒頭
の２行がリフレインとして挟まれる。各詩節は聖歌隊によって歌われ、リフレインは会衆も合わ
せ全員で歌われる。枝の主日の行列では、道のりの長さに応じていくつかの聖歌が歌われるが、
最後は必ず〈グロリア・ラウス〉で締めくくられる。その際、聖歌隊がまず聖堂の中に入り、扉
を締め、歌いはじめる。信者は聖堂の外にとどまり、リフレインを歌う。歌い終えると扉が叩か
れ、扉は開かれて、行列が聖堂内に入る（54）。　
　曲は終止音がレ、支配音がラの第１旋法で、リフレインとしても歌われる第１詩節はレからラ
までの低めの音域で動き、聖歌隊によって歌われる５つの詩節は、音域が上がり、ソからレの間
で動く。受難を間近に控え、十字架の苦しみがすでに予感される中で、あがないのいけにえとし
て来られたキリストを感謝とともに迎え、賛美する歌で、短調の悲しみの中にも深い静かな感謝
とよろこびが込められた美しい祈りの曲となっている。
３-２-２．Veni Creator Spiritus（来たれ、創造主なる聖霊よ）
　〈ヴェニ・クレアトル・スピリトゥス〉は、９世紀頃、マインツの大司教ラバヌス・マウルス
が作ったとされる聖霊賛歌である（55）。
Veni Creator Spiritus, 来たれ、創造主なる聖霊よ
Mentes tuorum visita : 御身のものなる心を訪れたまえ
Imple superna gratia 天上からの恩寵で満たしたまえ
Quae tu creasti pectora. 御身が作りたもうた胸を
（54）　Missel vespéral grégorien, p. 515.
（55）　Liber usualis, p. 885-886 ; Missel vespéral grégorien, p. 768-769 ; Missel quotidien et vespéral, p. 1178-1179.
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歌詞は７節からなり、上記の第１詩節は跪いて歌われる。続く第２から第６節で、「生きる泉、
火、愛」である聖霊の賜物への賛美と、聖霊の賜物によりわれらの心を照らしてくれるようにと
いう祈りが歌われたあと、父と子と聖霊の栄光をたたえる第７節の言葉で締めくくられる。形式
は〈王の御旗、前進す〉と同じく、８音節の４詩句からなるアンブロシウス詩節である（56）。
　曲は終止音がソ、支配音がドの第８旋法である。いわゆる長調で、「半音の不完全さ」がなく、
「勝利、凱旋、賛美、感謝」を表現するのに適した旋法とされる（57）。ソからド、ドからソへの５
度の大きな上昇と下降が盛り込まれ、心をまっすぐ天に向け聖霊に呼びかける、信頼に満ちた明
るい祈りが感じられる。この賛歌は、聖霊降臨の主日の晩課に歌われるほか、朝晩の祈り、司祭
の叙階式、堅信式、献堂式など、さまざまな機会に歌われ、この曲をモチーフに、パレストリー
ナやビクトリアのポリフォニー曲、バッハやデュリュフレのオルガン曲が作られている。
４．ガリア聖歌：旋律と地理的特徴
　ここまで、ガリア聖歌の歴史をたどり、今日まで歌い継がれる５曲を見てきたが、最後に、ガ
リア聖歌の旋律と、地理的特徴について補足しておきたい。
４-１．旋律について
　ガリア聖歌の旋律がどのようなものであったか、その特徴を列挙しようとすると、お互いに矛
盾しあうような要素が浮かび上がり、「ガリアの旋律様式には、統一的にまとめられる様式がな
いことを特徴とする」（58）といいたくなると漏らしたシュテープラインの気持ちが理解できるので
あるが、これまで指摘されてきたいくつかの特徴を記しておきたい。
　11世紀に書かれた２つの南フランス写本（フランス国立図書館 lat. 776, 903）は、ガリア聖歌の
最古の資料とされるが、それによれば、ド・ミ・ソやレ・ファ・ラといった３度の積み重ね、５
度の上昇・下降が多く、「せまい音域のなかで順次進行を中心に無限に流動して、いわば地中海
的な性格をしめす」古ローマ聖歌とは対照的である（59）。また、一音節に多数の音符を当てる装
飾的な「メリスマ」が豊富に用いられていたこともガリア聖歌の特徴の一つである（60）。ローマ
式典礼が本質的にシンプルで、簡潔でさえであるのに対し、ガリア典礼は「その複雑さのなか
で、非常に込み入った、非常に精密なもの」を備えており（61）、ミサと聖務日課も「ローマとは
（56）　http://www.ne.jp/asahi/harada/latin/poet1.html
（57）　岳野慶作p. 74.
（58）　Stäblein, p. 15.
（59）　皆川達夫『西洋音楽史』p. 36, 57.
（60）　皆川達夫『西洋音楽史』p. 57 ;『新カトリック大事典』「ガリア聖歌」（野村良雄）. 
（61）　Heitz, p. 122 （WGC, p. 216）.
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対照的にはるかに内容豊かに飾りたてられ」ている（62）。「スペインやイタリアを本拠とする地中
海的旋律構成からかなり大きく隔た」り、一方で「ゲルマン＝フランク的要素も影響力をもって
いた」ガリアの旋律は、「水平に波状形にのびてゆく」地中海的旋律と、「しっかりとした〈足ど
りの〉」ゲルマン＝フランク的旋律とのいわば中間にあるという指摘も興味深い。このことがの
ちに「垂直になる和音の付加を九分通り抵抗なく受け入れたばかりか、ほとんど直接にそれを招
き入れる」下地となったという（63）。
　装飾性の対極にあるものともいえるが、シュテープラインは「民衆的で親しみやすい様式」も
ガリア的旋律の特徴として挙げている（64）。「民衆的」という表現のニュアンスは詳しく説明され
ておらず、推し量るしかないが、たとえば行列のときに大勢で歌う賛歌やそのリフレインなどに
は、人々が口ずさみやすい素朴な歌詞とメロディーが用いられており、それを「民衆的で親しみ
やすい様式」と捉えることもできるだろう。また岳野氏は、「ガリカン典礼の人間味」を挙げ、
ガリア起源とされる聖歌を聴いていると、「何となく人間的な情感がまだ拭い去られていないよ
うな、人間の叫びが天に向かって叫ばれているような感じを受け」ると述べている（65）。これも
〈いざ歌え、わが舌よ〉の胸に迫る悲哀や、〈めでたし、海の星〉の天の母に投げかけられた、す
がるような祈りを聴くと、うなずける指摘である。
　こうしたそれぞれ興味深い特徴を、残されているいくつかの旋律と突き合わせて考察すること
ができれば、新たに見えてくるものがあるのだろう。
４-２．多様性・ヨーロッパ性
　ガリア聖歌を担ってきた人々を見ると、イタリア生まれ、スペイン生まれ、ドイツ生まれと、
フランスというよりむしろ、広く西ヨーロッパの詩人、聖職者たちであった。フランク王国内を
見ても、典礼音楽の中心地は一つではなく、ポワティエ、メス、ザンクト・ガレン、オルレア
ン、マインツと複数の拠点があり、住民構成も全西欧諸国の中でもっとも多様な国であった（66）。
ここで思い浮かぶのは、フランス、そしてとりわけフランク王国が、ヨーロッパの「中心の贅沢
な場所を占め」ていたという地理的特色と、その特色の芸術への反映である。高階秀爾氏はフラ
ンス絵画の特質を述べるにあたり、「三辺は地中海、大西洋、北海とそれぞれ別の海に面し、他
の三辺は、ピレネー山脈、アルプス、ライン河を境として隣の国に続いて」おり、「きわめて多
様で、それでいてよくバランスと統一が保たれている」という地理的特徴に触れている。フラン
（62）　Stäblein, p. 14.
（63）　Ibid., p. 15.
（64）　Ibid., p. 15-16.
（65）　岳野慶作p. 36.
（66）　Stäblein, p. 13-14.
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スはヨーロッパの交通の要衝であり、商業、戦争、巡礼、大陸旅行で必ず横切る国であった。国
際的に開かれ、外国文化を受け入れる風土を作り上げたフランスは、「周囲の国ぐにからさまざ
まなものを受け入れながら、極端に走ることなく、多様なものをひとつにまとめ上げる一種の安
定したバランス感覚を発達させた」のである（67）。こうしたフランスの特質は、ガリア聖歌から
グレゴリオ聖歌に移り変わる時代にも十分にあてはまるものであった。フランク王国は国内外の
優秀な人材を集め、グレゴリオ聖歌を積極的に吸収し、そこにガリア聖歌の養分も浸透させなが
ら、その伝達と発展とに大きく貢献したのである。
おわりに
　19世紀の歴史家ジュール・ミシュレは、「偉人」シャルルマーニュ伝説に対し批判的視線を向
け、シャルルマーニュによる「早すぎる中央集権化」とその「専制的な努力」を指摘し、「シャル
ルマーニュが中央集権化を達成するほどに、その圧迫は重苦しいものとなった」と述べている（68）。
たしかに、シャルルマーニュによるローマ聖歌への統一は典礼の整備、聖歌レベルの向上という
輝かしい功績があると同時に、地方聖歌の衰退という避けがたい結果も導いた。しかし、フラ
ンスの聖歌をたどってみて感じるのは、ローマ式典礼への統一という中央集権政策の外で、そし
てさらには革命の嵐もかろうじて乗り越えて、地方聖歌や会派ごとのメロディーはひそやかに継
承されてきたということである。フランク王国で生まれ、歌われていたのがガリア聖歌である
が、フランスの土地で生まれ、歌われてきた「フランス固有の聖歌」という意味に広げて考えれ
ば、消え入りそうになりながらも現代まで生きつづけてきたといえる。フランソワ・レネー神父
は幼少期、故郷ルーアンで固有の聖歌、旋律が歌われていたという実例を示してくれた。ルーア
ンのカテドラルでは、枢機卿によって執り行われた荘厳な儀式の終わりに〈クリストゥス・ヴィ
ンチット〉（キリストは勝利したもう）がルーアン教区固有の調で歌われる慣習であった。また、
降誕祭の深夜ミサでは〈キリストの系図〉が、やはりルーアン教区固有の調で歌われており、レ
ネー神父が入手したル・ピュイ教区の楽譜ではまた別の調で歌われていたのであった。このよう
に、教区ごと、地方ごとに固有の聖歌・旋律があり、その土地ゆかりの聖人や祝日があり、そう
したものに対する土地の人々の愛着は消えることなく受け継がれてきたのである。また、日々の
終課で歌われる聖母への交唱〈サルヴェ・レジナ〉（元后あわれみの母）は、ベネディクト会、
ドミニコ会など、会派ごとのヴァリエーションがあり、グレゴリオ聖歌集として広く使われてい
る『通常定式書』（Liber usualis）の外で、会派ごとの伝統的な旋律は今日まで歌い継がれている。
教区固有の聖歌、会派ごとのヴァリエーションは、実際に現地を訪れて聴くか、各教区、会派が
（67）　高階秀爾『フランス絵画史』講談社学術文庫、1990、p. 14-15.
（68）　Michelet『フランス史Ⅰ』p. 218-219.
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使用している典礼聖歌集を入手するかしなければ知ることができない。これら地方ごと、会派ご
との音楽遺産の継承と保存は今後の課題となるのだろう。
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